
 

 

P
ag

e1
 

 

プロトタイピングと本番運用のサイクル 

 

常に管理者ユーザーでログオンするのではなく、別のユーザーでログオンするには、まず GeneXus でワ

ークフローの実行モードを変更する必要があります。 

設定ウィンドウの環境ノードがもつプロパティでワークフローグループまで移動し、「Execution mode」

プロパティを「Prototyper」から「StandardClient」に変更します。 
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「FlightTicketReservation」ダイアグラムを実行すると、ワークフロークライアントがログイン画面を

開きます。ユーザー「Peter Kent」でログインします。 

 

 

ユーザー「Peter Kent」がログインすると、このユーザーが管理者よりも少ない許可を持っているため、

ブラウザでのアクティビティへのアクセスが制限されています。 

受信トレイが空であることに注意してください。 
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では、「新規」ボタンを押してプロセスを開始してみます。ダイアログボックスが開き、

「FlightTicketReservation」プロセスが選択可能なプロセスとして表示されます。 

 

 

このユーザーに「TravelAgencyEmployee」ロールを割り当て、「FlightTicketReservation」プロセス

を開始する権限をユーザーに付与したためです。選択して OK を押します。 

受信トレイには「TicketReservation」タスクが保留中として表示されており、これはユーザー「Peter 

Kent」に対応する「TravelAgencyEmployee」ロールによって実行が可能です。 
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タスクを実行して予約を入力しましょう。タスクを完了すると、このユーザーが実行可能なため、

「ContactAirlines」タスクのインスタンスが保留中として表示されます。 

 

 

実行して完了します。 

現在、「Add customer information required for travelling」タスクのみが保留中として表示されてい

ます。 
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ダイアグラムを見ると、「EvaluateCustomer」タスクも実行されていることがわかりますが、このタス

クは「TravelAgencyManager」ロールで定義されているため、ユーザー「Peter Kent」は実行できず、

受信トレイに保留中として表示されません。 

 

 

このタスクを実行すると、受信トレイが空になっていることがわかります。送信トレイに移動すると、こ

のユーザーが実行したすべてのタスクが表示されます。 

 

 



 

 

P
ag

e6
 

「Add customer information required for travelling」タスクを選択し、「履歴」を押すと、プロセス

の履歴、各タスクを実行したユーザー、次のタスクを実行できる可能性のある候補者が表示されます。 

 

 

今のところ、すべてのタスクは「Peter Kent」または「Workflow Engine」によって実行されています。 

プロセスを進めるには、「EvaluateCustomer」タスク（ユーザーが割り当てられていないため N/A と

表示されています）を実行する必要があり、そのためには「マネージャー」ユーザーが参加する必要があ

ります。そこで、サインアウトして、先ほどマネージャーとして定義したユーザー「Anna Smith」のア

カウントでログインします。 
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Gxflow クライアントが開いているとき、予想通り、「EvaluateCustomer」タスクが受信トレイに保留

中として表示されているのが分かります。 

 

 

それでは、顧客を承認してこのタスクを実行してみましょう。現在保留中として表示されているのは、カ

スタマーサービスマネージャーによる予約の承認です。 

 

 

このタスクのみが保留中として表示され、ダイアグラムで定義され従業員によって実行される予約文書の

確認は表示されず、現在はマネージャーロールで実行されていることに注意してください。 
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予約を承認し、タスクを完了しましょう。マネージャーであるユーザー「Anna Smith」には、保留中の

タスクが残っていないことに注意してください。 

 

 

では、ユーザー「Peter Kent」で再度ログインしてプロセスを完了しましょう。 
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旅行代理店が私たちに考慮するように依頼した状況の 1 つは、従業員が不在の場合です。これまで定義し

たように、そのロールを持つユーザーを待つプロセスが残っており、遅延が発生する可能性があるためで

す。 

タスクを代理担当者に自動的に転送するには、「不在通知」機能を使用します。この機能を使用するには、

管理者ユーザーでログインし、「ユーザー」に移動してユーザー「Anna Smith」を選択し、「他のアク

ション」で「編集」を選択します。 

 

 

「対応の可否」タブを選択すると、ユーザーが現在オフィスにいるかどうかを定義できるウィンドウが開

きます。 
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「現在ユーザーはオフィスにいません」を選択して OK を押した場合、別のウィンドウが開き、不在に関

する詳細情報（復帰日の定義や、ユーザーが呼び出されたときに表示されるメッセージなど）を入力でき

ます。 
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「変換」タブを選択すると、このユーザーが不在のときにタスクを実行させたいユーザーを選択すること

もできます。 

この場合、「Anna」 のタスクを「Peter Kent」が実行するように定義します。 

 

 

OK を一度押し、もう一度 OK を押します。すると、ユーザー「Anna Smith」の横に、このユーザーが

不在であることを示すインジケーターが表示されます。 
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「他のアクション」に移動して「不在」を選択すると、ユーザーがオフィスにいない期間と、その不在中

に誰がユーザーのタスクを実行するかを確認できます。 

 

 

 

この結果を確認するため、ログアウトしてユーザー「Peter Kent」でログインします。 

「 新 規 」 ボ タ ン を 押 し 、 「 FlightTicketReservation 」 プ ロ セ ス を イ ン ス タ ン ス 化 し 、

「TicketReservation」タスクと「ContactAirlines」インスタンスを実行します。 

すると、2 つの保留中のタスクがあるのがわかります。1 つは従業員が旅行の情報を追加するために実行

したもので、もう 1 つはマネージャーにのみ許可された「EvaluateCustomer」タスクです。 
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「Peter Kent」が顧客を評価するために必要なマネージャーの役割を持っていない場合でも、このユーザ

ーは「Anna Smith」の不在中に代理として定義されているため、「Peter Kent」は代理する人のユーザ

ーの役割を持つことになります。 

タスク「EvaluateCustomer」を実行すると、実際には従業員の「Peter Kent」が代理として行動してい

るマネージャーのタスクを実行することが許可されていることがわかります。 

 

 

ユーザーとロールを設定し、どの状況で誰が各タスクを実行できるかを制限することで、プロセスのセキ

ュリティを定義する方法を見てきました。 


